
全国高等学校教育改革研究協議会
(令和３年１１月２５日）

～福井県の取組み～

• 福井県教育庁高校教育課

• 総括主任 玉井久統



・高等学校教育問題協議会の答申（R2.6）をベース
・高校と教育委員会が協議して策定

（ベースとなる考え方）

【地域の高校】
・進学から就職まで様々なニーズに対応する（大学進学は県教育委員会が支援）

・市町の参画や協力を得る

【ＳＳＨ校】
・研究機関や大学との連携強化とステージアップ
・入学者選抜を活用し、秀でた才能や得意な教科を持つ生徒を確保

【職業系専門学科を有する高校】
・生活の基礎となる一般教養と基礎学力
・専門的知識・技術の習得とコミュニケーション力の育成

スクール・ミッションについて



県立高校への依頼
１ 育成を目指す資質・能力に関する方針（ＧＰ）

・学校の校訓や教育方針を考慮
・生徒や入学希望者の学習意欲を喚起できる内容を記載
（生徒が頑張れば、将来に展望を持てる具体的内容）

２ 教育課程の編成および実施に関する方針（ＣＰ）
・ＧＰを達成するため「何を」「どのように学ぶか」を記載
・特に次の事項を導入予定の高校はその理由を記載

・学校設定科目の設置
・全日制高校の単位制への移行
・１コマ５０分授業以外

※入学者の受入れに関する方針は特色選抜入試と関連づけて作成

スクール・ポリシー作成について



県立高校への依頼（令和３年４月）

第１次案〆：令和３年７月

第２次案〆：令和３年１２月

最終案：令和３年度末

・入学者の受入れに関する方針は、特色選抜入試等の状況を
踏まえ令和４年度中に策定

スクール・ポリシー作成時期について



新学科・コースの令和４年度設置（普通科系専門学科、普通科）

○探究に関する学科・コース
・地域や大学と協働
・プロスポーツチームと協働
・学校設定科目を設置

○キャリアデザインに関するコース
・インターンシップ、スポーツなど経験
・１年次から進路指導を強化し、３年かけ
生徒一人一人にあった進路を実現

○日本語教育に関するコース
・日本語指導が必要な生徒が対象
・学校設定教科「日本語」を設置



フューチャーマイスター制度（職業系専門学科）

・資格検定、企業実習、各種コンクール、部活
動、ボランティア等を難易度や産業界のニー
ズを踏まえＳ～Ｅの区分で得点化

・合計点をもとに、プラチナ、ゴールド、シル
バー、ブロンズの４つのグレードで認定

・即戦力となる人材育成のために難関資格等の
受検料 の一部を補助

令和３年１１月１６日 福井新聞（抜粋）



高校教育の環境整備

１ 生徒一人１台のタブレット整備
・全生徒分15,423台を県負担で整備
・Googleアカウントを全生徒に付与
・持ち帰り可能

例 健康状態報告の電子化と自動集計
作曲アプリを活用した音楽授業
海外姉妹校とのオンライン交流

２ 大学進学サポートセンター設置
・地域の高校生の学習支援
（他校生徒と通信・集合・宿泊講座）
・進学校と同様の模試も実施



高校施設・設備の整備

１ 探究ルームの整備
・タブレットや書籍を十分に配置できる
フレキシブルな机

・壁にホワイトボード、プロジェクター
複数台を設置

２ 施設の改修
・リノベーション工事や学校の再編に
併せて、魅力ある施設を整備
（バスケットコート、フェンシング・ボクシング練習場）



海外留学の支援
【海外語学研修】

毎年3月 15日 ホームステイ
アメリカ・カナダ等
100名の生徒

【海外留学支援】
１年留学120万円
２年留学250万円～300万円/年


